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1 2
協定書（案）
第６条第３項

通告後から「２年を経過した日にその効力を失う」はありえないと思います。通告後か
らの２年間は非常に長い時間であり、その２年間は不要だとしているのに予算がつき不
要であるにもかかわらず大切な税金が使われ続けることになります。 
　また協定が必要ではないという結論に至るには議会の議決が必要であるとのことです
のでその議論の間も非常に長い時間がかかると予想いたします。 
何事も決まった後はスピード感が大事です。 
通告後即失効、遅くとも通告後の翌月に失効にすべきと思います。

ご指摘のとおり何事も決まった後はスピード感が大事だと思います。ただし、定住
自立圏の形成協定は、国が定めた要綱に基づき行っています。その中で協定の廃止
については、「当該通告後、当該協定が廃止されるまでの期間は２年間とし、この
旨をあらかじめ当該協定に規定すること」とあることから、２年間としています。
ご了承のほどよろしくお願いいたします。

―

2 3
１ 医療
施策　救急医療
体制の推進

「救急医療の適正利用のための普及啓発に取り組む」ことは重要なことで推進してもら
いたいが、現状の課題と対応策の検討が必要です。検討状況をホームページ等で分かる
ようにしてもらいたいです。

救急医療体制の推進へのご意見として承ります。
いただいたご意見は関係部署と共有させていただき、今後、定住自立圏形成協定に
基づき推進する具体的取組を記載した共生ビジョンを見直す際の参考にさせていた
だきます。

―

3 3

２ 健康・福祉 
施策　高齢・障
がい福祉事業の
充実

医療サービスと介護サービスを実施できる施設が少ない。具体的な検討を進めてもらい
たいです。

高齢・障がい福祉事業の充実へのご意見として承ります。
いただいたご意見は関係部署と共有させていただき、今後、定住自立圏形成協定に
基づき推進する具体的取組を記載した共生ビジョンを見直す際の参考にさせていた
だきます。

―

4 4

３　教育
施策　文化・ス
ポーツ活動の振
興

名張市は比較的新しい武道館を現在持っているが、伊賀市は小田町の武道館が老朽化
し、荒木へ新しい武道館を建設予定との話は聞いているが一向に進む気配がありませ
ん。定住自立圏の中心市を目指すなら早く手を打つべきだと思います。

文化・スポーツ活動の振興へのご意見として承ります。
いただいたご意見は関係部署と共有させていただき、今後、定住自立圏形成協定に
基づき推進する具体的取組を記載した共生ビジョンを見直す際の参考にさせていた
だきます。

―

5 5
４　産業振興
施策　広域観光
事業

「広域観光事業」及び「地域ブランド創造促進事業」のターゲット地域について。 
どこに向けて誘客や販路開拓を行っていくのか絞り込みをしておかないと、効果的な対
応にはつながらないと考えられるので、ターゲットとする地域を「主として京阪神大都
市地域」とすることを明記してはどうでしょうか。

広域観光事業へのご意見として承ります。
いただいたご意見は関係部署と共有させていただき、今後、定住自立圏形成協定に
基づき推進する具体的取組を記載した共生ビジョンを見直す際の参考にさせていた
だきます。

―

【参考資料】伊賀市・名張市「定住自立圏の形成に関する協定書（案）」に係るパブリックコメント（ご意見）募集結果及び協定書（案）への反映結果
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5

４　産業振興
施策　地域ブラ
ンド創造促進事
業

「広域観光事業」及び「地域ブランド創造促進事業」のターゲット地域について。 
どこに向けて誘客や販路開拓を行っていくのか絞り込みをしておかないと、効果的な対
応にはつながらないと考えられるので、ターゲットとする地域を「主として京阪神大都
市地域」とすることを明記してはどうでしょうか。

地域ブランド創造促進事業へのご意見として承ります。
いただいたご意見は関係部署と共有させていただき、今後、定住自立圏形成協定に
基づき推進する具体的取組を記載した共生ビジョンを見直す際の参考にさせていた
だきます。

―

6 7
１　公共交通
施策　地域公共
交通対策

「～地域公共交通の利用促進を図る。」とありますが、利用促進とともに、インフラの
充実も必要です。整備だけでなく、充実することによって促進も図れます。

ご指摘のとおり、利用促進とともにインフラの充実も必要です。「取り組み内容」
の「利便性の向上」にその意味を込めていることから、「甲・乙の役割」について
も、「～地域公共交通の利便性の向上と利用促進を図る。」に修正します。

〇

7 7
１　公共交通
施策　地域公共
交通対策

「公共交通機関」について。
今車中心の生活をしていますが、路線バスとコミュニティーバスのつながりや病院に通
うときなど、近い将来免許返納が待っているので通院や買い物時など、運賃無料にして
もらいたいです。

地域公共交通対策へのご意見として承ります。
いただいたご意見は関係部署と共有させていただき、今後、定住自立圏形成協定に
基づき推進する具体的取組を記載した共生ビジョンを見直す際の参考にさせていた
だきます。

―

8 8

５　地域内外の
住民との交流
施策　移住・交
流施策の推進

地域における自治会の運営実態がバラバラで、他所から移住してきた人から「こんなに
面倒だとは思わなかった。伊賀市内でももっと住みよい所へ引っ越したい」との話を聞
きました。若い人達を誘致したければ教育や養育だけでなくこの辺りの事も改革、改善
していくべきです。

移住・交流施策の推進へのご意見として承ります。
いただいたご意見は関係部署と共有させていただき、今後、定住自立圏形成協定に
基づき推進する具体的取組を記載した共生ビジョンを見直す際の参考にさせていた
だきます。

―

9 8

５　地域内外の
住民との交流
施策　公共施設
の相互利用

斎苑の利用については、青山住民は多くが名張市斎苑を利用していることと思いますの
で、伊賀市の斎苑に定住自立圏域の料金があるように、名張市斎苑においても伊賀市民
対象の料金設定をしていただきたいと思います。

公共施設の相互利用へのご意見として承ります。
いただいたご意見は関係部署と共有させていただき、今後、定住自立圏形成協定に
基づき推進する具体的取組を記載した共生ビジョンを見直す際の参考にさせていた
だきます。

―

2 ページ



意見NO.
該当

ページ
該当箇所 ご意見等 市の考え（案）

協定書
（案）へ
の反映

10 9

補足資料
定住自立圏構想
の取組経過
（１）

「活発な交流により～」について。 
山城道の駅を利用してもっと近隣の特産品の販売等と活発化させてはどうでしょうか。

地域ブランド創造促進事業へのご意見として承ります。
いただいたご意見は関係部署と共有させていただき、今後、定住自立圏形成協定に
基づき推進する具体的取組を記載した共生ビジョンを見直す際の参考にさせていた
だきます。

―

11 ― ―

伊賀市だけではなかなか人口も増えず、定住してくれる人も減っていると思います。他
の市や町と協力して魅力のある圏域を作ってもらいたいです。

今後の圏域へのご意見として承ります。
圏域全体で住民が安心して暮らせて、魅力ある圏域と感じていただけるよう、引き
続き取組を進めていきます。

―

12 ― ―

３府県をまたぐ全国的にも珍しい。今後は、もう少し周りの府県を増やしても良いかと
思います。

今後の圏域へのご意見として承ります。
圏域外の同じ課題を抱えた近隣自治体とも引き続き連携していくとともに、圏域の
拡大も視野に入れ進めていきます。

―
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